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一

序

財
政
支
出
と

経
済
全
体
と
の

間
の

深
い

関
り

に

つ

い

て

は

今
更
論
ず
る

ま
で

も

な
い
｡

乗
数
機
構
を

通

じ
て

財
政
支
出
は

国
民

所
得
の

規
模
に

影

響
を

与
え
る

し
､

財
政
支

出
も

又

国
民

所
得
の

何
ら

か

の

関

数
で

あ

る
｡

財
政
支
出
に

関
し

て

ほ
二

つ

の

側
面
を

区

別
す
る

事
が

便
利
で

あ
る

が
､

一

つ

は

規
模
の

側
面
で

あ

り

も

う
一

つ

ほ

支
出
構
造
の

側
面
で

あ
る
｡

規

範
的

財
政
理

論
に

お

い

て

ほ
､

前
者
は

予
算
の

最
適
規
模
決
定
の

問
題
で

あ

り

後
者
は
一

定
の

予
算
制
約
の

下
に

社
会
厚
生
を

最
大
に

す
る

様
な

予

算
配
分
の

問
題
､

す
な

わ

ち

最
適
予
算
理

論
の

領
域
で

あ

り

最
近

注
目
を

集
め

て

い

る
P

P

B

S

は

後
者
に

属
す
る

と

考
え

て

よ
い
｡

我
々

が

こ

の

論
文
で

扱
か

う
対

象
は

前
者
の

財
政
支
出
の

規
模
で

あ

る
｡

最
適
予
算
規
模
の

決
定
が

規
範
的
財
政
理

論
の

側
か

ら

興
味
あ

り

重

安

な

議
論
の

対

象
で

あ
る

と

す
る

な

ら

ば
､

歴
史
的
事
実
と

し

て

財
政
支
出

が

い

か

な

る

規
模
の

変
遷
を

辿
っ

た

か

の

究
明
は

同
様
に

興
味
深
く

重

要

な

学
問
の

分

野
で

あ
る
｡

我
々

は

デ

ー

タ
の

入

手
可
能
な

限
り

時
代
を

遡

っ

て

明
治
以

来
の

財
政
支
出
の

絶
対

的
及
び

相
対

的
規
模
の

変
速
を

明
ら

か

に

す
る
｡

分
析
道
具
と

し

て

は
､

計
量
経
済
漣
は

ぉ

け

る

基
本
的
分
析

道
具
で

あ

る

回

帰
分
析
と

時
系
列
分
析
を

利
用
す
る
｡

(

1
)

次
の

諸

文

献
を

参
府
し

た
｡

岩
田

暁
一

『

経

済
分

析
の

た

め
の

統
計

的

方

法
』
､

東
洋

経

済

新

報
社
､

一

九

六

七

年
｡

『

近

代

経
済

学

講

座
､

計

量
分

析
入

門
』
､

有
斐
閤
､

一

九

六

八

年
｡

J
･

ジ

ョ

ン

ス

ト

ン

著
､

竹

内

哲
訳

『

計

量
経

済
学
の

方

法
』
､

東
洋

経

済

新

報

社
､

一

九

六

四

年
｡

溝
口

敏
行
､

浜
田

宗

族

『

経

済

時

系

列

の

分

析
』

勃
草
書
房
､

一

九

六
九

年
｡

森
田

健
三

『

統

計

概

論

新

版
』
､

日

本

評

論
社
､

一

九

六

四

年
｡

→
P

岩

吋
P

m

呂
e
)

哲

邑
邑
Q

匂
)

ゝ

さ

訂
叶

言
乱

喜
ざ
遥

ゝ
夢
p

官
首

H
P

8
0

【

紆

声
○

弓
〉

-

漂
中
･

二

回

帰
分
析

(

A
)

モ

デ
ル

と

概
念

ま

ず
我
々

は

次
の

単
純
回

帰
モ

デ
ル

を

設
.足
す
る
｡

㌔
1-
虫

＋
も

的

(

こ

㌔
ほ

財
政
支
出
の

期
待
値
で

あ

り
g

は

国
民

所
得
で

あ

る
｡

α

と

β
は
パ

ラ

メ

ー

タ
ー

で

あ

る

が
､

財
政
支
出
の

実
際
値
y

と

㌔

と
の

問
の

差
観
の

擾
乱
項
≠

の

自
乗
和
を

最
小

に

す
る

様
に
､

す
な
わ

ち

最
小

自
乗
法
に

よ

っ

て

決
定
さ

れ
る
｡

モ

デ
ル

山

と
の

関
連
で

我
々

が

想
起
す

る

の

は

ケ

イ
ン

ズ

の

消
費
地
数

で

あ

る
｡

周
知
の

様
に

C

と
ア

と

を

各
々

集
計
値
と

し

て

の

消
費
と

所
得

と

し
､

α

と
あ

と

を
パ

ラ
メ

ー

タ

ー

と

す
る

な

ら

ば
､

消
費
関
数
は

次
の

様
に

表
わ

せ

る
｡

q
=
p

＋
ひ

呵

(

N

)

3 53
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仙

式
の

モ

デ
ル

は

形
式
的
に

は

ケ

イ
ン

ズ

の

消
費
関
数
と

の

完
全
な

類
似

性
を

有
し
て

い

る

が
､

そ

の

解
釈
も

又

同
様
に

す
る

事
が

許
さ

れ

る
で

あ

ろ

う
｡

回

帰
分
析
に

お
い

て

は
､

単
な
る

相
関
分
析
と

異
な

り

変
数
間
の

因
果
関
係
が

仮
定
さ

れ

る
が
､

我
々

は

財
政
支
出
が

国
民

所
得
の

関
数
で

ぁ

る

こ

と

を
モ

デ
ル

化
に

お

い

て

仮
定
し

た
の

で

あ
る
｡

消
費
関
数
に

倣

っ

て

我
々

は

山

式
を

財
政
支
出
関
数
と

名
付
け
､

β
を

限
界
財
政
支
出
性

向
と

呼
ぶ

こ

と
に

す
る
｡

勿
論
細
か

な

点
に

お

け
る

差
異
が

両

者
の

間
に

存

在
す

る

し

又
か

か

る

差
異
を

銘
記
し
て

お

く

事
は

重

要
で

あ
る
｡

し

か

る

に

国
際
経
済
学
に

お
い

て

も

限
界
消
費
性
向
の

応
用
と

し
て

限
界
輸
入

(

2
)

(

出
)

性
向
の

概
念
を

利
用
し

て

い

る

様
に

か

か

る

概
念
を

応
用
し

作
り

出
す

事
は

分
析
の

た

め

に

便
利
で

あ

り

容
認
さ

れ

得
る
｡

集
計

値
に

対

し
て

通
用
さ

れ

た

限
界
消
費
性
向
ほ

個
々

の

消

費
者
の

消

費
と

貯
蓄
の

問
の

自
由
な

選
択
を

表
明
す
る

個
別
的
限
界
消
費
性
向
の
一

種
の

加
重

平
均
値
で

あ
る
｡

そ

れ

に

対
し

て

モ

デ
ル

仙
の

β
は

経
済
全
体

と

し

て

限
界
的
国
民

所
得
の

い

か

な

る

割
合
を

公
共
サ
ー

ビ

ス

に

配
分
す

る

か

を

示

す

指
標
で

あ

り
､

こ

の

値
の

決
定
に

関
し

て

の

個
人
の

選
好
は

造
か

に

間
接
的
に

し

か

反
映
さ

れ

な
い

で

あ

ろ

う
し

制
度
的
に

よ

り

硬
直

的
か

も

知
れ

な
い

｡

し

か

る

に

そ
こ

に

個
人

価
値
と

社
会
選
択
に

関
す
る

困
難
な

問
題
点

が

存
在
す
る

こ

と

ほ

認
め

る

に

し

て

も
､

経
済
全
体
と

し

て

現
実
に

こ

の

備
に

関
す
る

決
定
を

毎
年
行
な
っ

て

い

る

事
は

疑
問
の

余

地

は

な
い
｡

戦
争
中
に

は
こ

の

値
は

大
き

く
な

る

し

又

同
じ

β
の

大
き

さ

を

平
常
時
に

お
い

て

も

維
持
す
る

こ

と
は

極
め
て

困
難
で

あ

ろ

う
｡

我
々

の

分
析
は

か

な

り
の

長
期
を
も

対

象
と

し

て

い

る
が

そ
の

為
に

は

対

数
表
示

の

回

帰
式
が

便
利
で

あ

る

し

又

仙

と

は

別
の

情
報
を

与
え

て

く

れ

る
｡

次
の

モ

デ
ル

を

利
用
す
る
｡

-

品

㌔
=
-

○

的

ト

＋

空
○

内

的

(

エ

ー

｡

g

㌔
-

○

的

ゝ

こ
○

内

的

を

各
々

y
､

α
､

∬

と

す
る

な

ら

ば

仙

と

全
く

同
様
の
一

次
式
と

し

て

表
わ

さ

れ
る

事
は

明

ら
か

で

あ

る
｡

こ

の

モ

デ
ル

で

重

要
な

の

は

β
の

値
で

あ

る
が
､

こ

れ

が

国
民
所
得
に

対

す
る

財
政
支

出
の

弾
力
性
を

表
わ

す

事
は

良
く

知
ら

れ

て

い

る
｡

財
政
支
出
の

国
民
所

得
に

対

す
る

長
期
的
頼
対

的
膨
脹
を

判
定
す
る

の

に

こ

の

β
の

伍
は

重

要

な

鍵
を

提
供
す
る
｡

す
な

わ

ち

β
の

値
が

1

よ

り

大
な

ら
ば

財
政
支

出
の

成
長
率
ほ

国
民
所
得
の

成
長
率
よ

り

も

大
で

あ

り

財
政
支
出
が

国
民
所
得

に

占
め

る

割
合
は

傾
向
と

し
て

上

昇
す
る

と

期
待
出
来
る

し
､

β
が

l

な

ら
ば
こ

の

割
合
は
一

定
､

1

よ

り

小
な

ら

ば

低
下
す
る

事
を

教
え
て

く
れ

(

3
)

る
｡

こ

の

論
文
で

は

直
接
ワ

グ

ナ

ー

の

『

経

費
膨
脹
の

法
則
』

の

日

本
の

場
合
に

お

け
る

適
香
を

検
証

す
る

意
図
ほ

持
た

な
い

が
､

β
の

値
は

そ
の

判
定
の

規
準
を

提
供
す
る
｡

井
藤
半
爾
教

授
は

経
費
比

較
研
究
上

の

注

意
点

と

し
て

六

点
を

指
摘
し

て

お

ら

れ

る

が

そ
の

中
に

は

人
口

の

変
動
と

物
価
の

変
動
に

対

す
る

注

意

(

4
)

が

あ

る
｡

我
々

は

説
明
変
数
と

し

て

物
価
､

実
質
国
民
所
得
､

人
口

の

三

如

椚
約

鮎
謂
鵬

㌍
約

謂
約
如

山

絹
絹
的

鯛

㍑
絹
”

た
｡

我
々

は

更
に

エ

夫
を

し

て

成
功
し

た

時
に

は

別
の

機
会
に

発
表
す

る

っ

も

り
で

あ
る

が
､

こ

こ

で

は
一

つ

の

問
題
提
起
と

し

て

お

き

た
い
｡

(

2
)

例

え
ば

次
の

文

献

参

照
｡

高

山

展
『

現

代
の

経
済

学
4

-
国

際

経

済

学
』
､

東
洋

経

済

新

報

社
､

一

九
六

三

年
､

一

〇

八

1
一

二

六

頁
｡

J
･

バ

ネ

ブ

タ

著
､

渡
部
･

島
野
･

貝
塚

訳

『

国

際

貿

易

-
理

3 ∂4

(

r

一



メ

､

(
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論
と

政

策

-
』
､

東
洋

経

済

新

報

社
､

一

九

六

四

年
｡

(

3
)

こ

の

法
則
の

吟

味
の

例

と
し

て

は
､

木
村
元
一

『

近

代

財
政

学

冷
静
』
､

春

秋
社
､

一

九
五

八

年
､

一

五
一

1
一

五

八

頁
､

を

参
照
せ

よ
0

(

4
)

井
藤
半
爾

『

財

政

学
』

九

訂

版
､

千

倉
書

房
､

一

九

六

六

年
､

六

二

-
六

四

頁
｡

(

5
)

多
重

共
線

性
の

困

難

性
に

つ

い

て

は

次

を

参
照
せ

よ
｡

岩
田

暁

一

､

前

掲

書
､

四

〇

〇

-
四

〇
五

頁
｡

1
･

ジ

ョ

ン

ス

ト

ン

､

前
掲

書
､

一

九
二

-
一

九

八

頁
｡

溝
口
･

浜
田
､

前
掲
睾
､

二

九
一

-
三

二

二

頁
｡

(

B
)

デ
ー

タ

の

吟
味

こ

れ

ま
で

の

時
点
で

は

我
々

は

漠
然
と

財
政
支
出
と

国
民
所
得
と
い

う

用
語
を

用
い

て

き

た
｡

し

か

る

に

今
や

利
用
す
る

デ

ー

タ

と

の

関
係
に

お

い

て

も

そ

れ

ら
を

よ

り

厳
密
に

定

義
せ

ね

ば

な

ら
な
い
｡

財
政
支
出
あ
る

い

は

政
府
支
出
の

規
模
は

ど
の

範
囲
ま
で

を

政
府
活
動
の

中
に

含
め

る
か

に

よ

り

非
常
に

大
き

な

差
異
が

あ

る
｡

例
と
し

て

昭

和
三

五

年

虔
に

対

す

る

諸

概
念
の

G

N

P

に

対

す

る

比

率
を

次
表
に

示
し

て

お

く
｡

こ

れ

ら
の

諸
概
念
の

中
い

ず
れ

を

利
用
す
べ

き

か

に

つ

い

て

は

多
く
の

議
論
が

あ
る

と

思
わ

れ

る

が
､

我
々

の

見
解
は

分
析
の

目

的
に

応
じ

て

適

当
な

も

の

が

選
択
さ

る
ぺ

き
で

あ

る

と
い

う
も

の

で

あ

る
｡

我
々

は
こ

の

論
文
で

は
D

の

概
念
を

用
い

る

が
､

そ

れ

は

我
々

の

興
味
の

対

象
が

い

わ

ゆ

る

政
府
固
有
の

活
動
の

規

模
に

あ

り
､

D

が

こ

の

規
模
を

最
も

良
く

表

わ

す

と

考
え

ら

れ
る

か

ら
で

あ

る
｡

明

治
以

降
の

推
計
は

江

見
氏
と

塩

野

(

7
)

各
氏
の

も
の

を

利
用
し
､

昭

和
三

七

年
か

ら

四

〇
年
に

対

し

て

は

大

蔵
省

(

8
)

『

財
政
統
計
』

を

用
い

る
｡

国
民

所
得
の

諸
概
念
の

中
G

N

P

を

用
い

る
｡

ま

ず
デ
ー

タ
の

入

手
可

能
性
と
い

う
点
か

ら
G

N

P
､

生

産
国
民

所
得
､

分
配
国
民

所
得
の

三

つ

に

限
定
さ

れ
て

く
る
｡

最
近

の

諸
年
間
を

除
い

て

は

す
ぺ

て

推

計
値
で

あ

り

記
録
が

残
さ

れ

て

い

た

わ

け
で

は

な
い

か

ら

推
計
の

精
度
に

関
し
て

は

優
劣
ほ
つ

け

難
い
｡

従
っ

て

G

N

P

を

選
択
す
る

理

由
は

決
定
的
に

重

要

と
い

う
わ

け
で

は

な

い

が

次
の

様
な

消
極
的
理

由
を
あ

げ
て

お

く
｡

ま

ず

両
者
の

間
の

差
異
の

最
も

大
き

な

も

の

は

資
本
の

減
価
償
却
分
で

あ

る

が

表 1 概 念別 政 府 支 出 の 相 対 規模

対 G N P 此

%

1 1 .9

2 2
.3

2 8 .8

1 9 . 4

2 2 .9

3 3 .2

3 5 .0

中央 政 府
一

般 会 計

中 央政 府 一

般
･

弓寺別 会 計 純 計

B と 政 府 関 係 摂 関 の 純 計

中央 一

般
･ 地 方 普 通 会 計 純計

D と財政 投融資 の 純計

中央 ･ 地 方 の
一

般 ･

特 別 会 計 純 計

F と政 府 関 係親 閲 純計

A

B

C

D

E

F

G

こ

の

計

算
は

困
難
で

あ

り

か

な

り

慈
意
的
で

あ

る

こ

と
で

あ
る
｡

又

我
々

は

資
漁
の
一

部
を

資
本
の

減
価
償
却
分
の

補
填
に

当
て

る

と
い

う
行
為

も

重

要
な

経
済
的
意
志
決
定

の
一

形
態
と

考
え
た
い

エ

と

と
､

G

N

P

と

他
の

国
民

所

得
の

概
念
は

ほ
ぼ

同
じ

様
な

動
き

を

示
す
こ

と
で

あ

る
｡

更
に

こ

の

種
の

分
析
で

次

第

に

G

N

P

が

多
く

利
用
さ

れ

て

き

て

い

る
｡

デ
ー

タ

ほ

明

治

二

年
か

ら

昭

和
一

七

年

ま

で

は

大
川
一

司
教
授
の

推

(

9
)

-

∂

計
を

用
い

､

昭

和
一

八

年
か

朗
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頴
霹
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蕗
(
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Z

勺
)

(

畏
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(
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)

ら

四

〇
年
ま
で

に

対
し

て

ほ

経
済
企
画
庁
推
計
を

利
用
す

る
｡

(

6
)

江

見

康
一

､

塩

野

谷

裕
一

『

長

期

経
済

統

計

7

財

政

支

出
』
､

東
洋

経

済

新

報
社
､

一

九

六

六

年
､

五

頁
｡

(

7
)

前

拇

書
､

一

六

八

-
一

七
一

貞
｡

(

8
)

日

本

銀

行

統

計

局

『

経

済

統

計
年

報

-
昭

和

四

三

年

度

版
』
､

一

八
七

頁
｡

へ

【

{
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大

川
一

司
､

赤
坂

敬

子

『

第
二

回

個
別

推

計

の

総

合

化
』
､

一

九

六
二

年
｡

牢
U
-

O

E

肖
H

已
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昏
毒
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芦
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邑
勺

賢
已
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邑
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す
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篭
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吋
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-

諾
い
一
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合
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-

皇
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(

1 0
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日

本

銀

行

統

計

局

『

明

治

以

降

本

邦

主

要

経

済

統
計
』

一

九

六

六

年
､

四

八

-
四

九

頁
｡

G

N

P
の

推
計
の

改

尊
の

作
業
が

目

下

進

行

中

と

開
く
が

発
表

さ

れ

た

暁
に

は

我
々

の

分

析
も

ま

た

改

め

る

つ

も

り
で

あ

る
や

(

C
)

分
析
結
果

以

上
の

準
備
を

終
え
た

の

ち

数
々

の

分
析
結
果
の

吟
味
に

移
る
｡

ま

ず

m
の

モ

デ
ル

を

戦
後
に

当
て

ほ

め

て

み

る
｡

昭

和
ニ
ー

年
か

ら
四

〇
年
に

対

す
る

回

帰
式
は

次
の

様
に

な

る
｡

}

√

1-
〇
.

-

○

ふ

由

＋
P
-

00

加

ゎ

恕
t

=
○
●

浬
設
-

→

=
〇
･

芝

草

膚
序
(

-

誤
記
)

(

中

)

図
山

を

見
れ

ば

わ

か

る

様
に

こ

の

期
間
を

昭

和
ニ
ー

年
か

ら
二

九
年
ま

で

と

昭

和
三

〇
年
か

ら

四

〇
年
ま
で

の

二

つ

の

期
間
に

分
割
す

る
こ

と
に

ょ

り
一

次
式
の

モ

デ
ル

は

よ

り

良
く

当
て

は

ま
る

様
に

思
わ

れ

る
｡

両
期

間
に

対

す
る

回

帰
式
は

次
の

様
に

な
る
｡

冠
着
N

-

～
N

¢

塀
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㌔
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g
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昭 和前半 回帰分析 ( 大正 1 年 ～ 昭和 1 9 年)
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冨
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壌
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算
コ
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3

他

に

比
べ

て
､

㈲

と

㈲
の

杓
と
γ

の

値
は

わ

ず
か

な

が

ら

改
善
さ

れ

て

い

る
｡

同
じ
モ

デ
ル

を

明
治
一

一

年
か

ら

四

四

年
の

期
間
に

当
て

ほ

め

た

結
果

は

次
の

通
り
で

あ

る
｡

㌔
=
1

冨
-

-

＋
〇
･

N

念
仏

叫

(

ご

恕
や

=
〇
･

等

き
1

=
〇
･

空

き

聴
辞
(

-

轟
コ
)

図
m

と

此

較
す
る

と

囲
仏
に

お

け
る

実
際
値
の

回

帰
線
の

周
囲
で

の

散
ら

ば

り

の

大
き
い

こ

と
か

ら
も

予
想
出
来
る

様
に

吼
と
γ

の

借
は

低
下

し

て

い

る
｡

同
じ
モ

デ
ル

を

大
正
一

年
か

ら

昭

和
一

九
年
に

当
て

は

め

た

結
果
は

次

式
で

示
さ
れ

る
｡

㌔
=

-
〇
･

空
中

＋
〇
･

N

諾
ぃ

叫

(

∞

)

恕
せ
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冨
志
ご

→

=
〇
･

宅
急
､

怒
存
(
-

○

轟
ヨ
)

太

平
洋
戦
争
中
の

三

年
間
を

除
い

て

大
正
一

年
か

ら
昭

和
一

六

年
ま
で

の

期
間
に

適
用
す
る

と
､

㌔
=
○

岳
小

十
〇
･

N

-

訟

叫

(

¢

)

態
ヾ

=
〇
･

巴
加

♪

1

=
〇
･

ま
防

夕

食
辞
(

-

○

蕗
コ
)

以
上

の

分
析
か

ら

明
ら
か

な

事
は
い

か

な

る

期
間
を

選
択
す
る

か

に

よ

り
パ

ラ
メ

ー

タ
ー

《

と

β
の

備
に

は

か

な

り
の

差
異
が

生

ず
る
こ

と
で

あ

る
｡

β
は

限
界
財
政
支
出
性
向
で

あ
る

が
､

こ

れ

ま

で

の

財
政
支
出
規
模

の

分
析
で

は

平
均
財
政
支
出
性
向
の

み

が

検
討
さ

れ

て

い

た

と

言
っ

て

よ
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限
界
革
命
以

来
､

す
べ

て

の

経
済
分
析

に

お
い

て

限
界
概
念
が

重

視
さ

れ
て

い

る

の

に
､

こ

の

分
野
に

の

み

平
均
概
念
が

独

占
的

地

位
を

占
め

て

い

る

の

は

奇

異
で

あ

る
｡

こ

の

論
文
で

詳
細
に

論

ず
る

余
地
は

な

い

が
､

消
費
関
数
論
争
で

問
題
と

な
っ

た

長
期

時
系
列
デ
ー

タ
か

ら

求
め

ら

れ

た

長

期
的
数

と

よ

り

短
期
に

当
て

は

ま

る

関
数
型
と
の

間

の

矛
盾
が

我
々

の

財
政
支
出
関
数
に

も

見
ら

れ

る

よ

う
で

あ

る
｡

我
々

の

分
析
は

す
ぺ

て

時
系
列
デ
ー

タ
に

基
づ

い

た

分
析
で

あ

る

が
､

同
じ

分
析
に

お

い

て

は

消
費
関
数
も

ま

た

定

数
項
の

大
き

さ

は

小

さ

く

原
点
を

通
る

直
線

に

近
い

事
が

明
ら

か

に

さ

れ
て

い

る
｡

我
々

ほ

消
費
関
数
と

の

類
推
に

お

い

て

財
政
支
出

関

数
の

多
く
の

興
味
深
い

性
質
が

明

ら
か

に

さ

れ
る

こ

と

を

信
ず
る

も

の

で

あ
る

が

こ

こ

で

は
一

つ

の

問
題
提
起
に

留
め
て

お

く
｡

我

々

の

求
め
た

回

帰
式
の

い

く
つ

か

に

お
い

て

負
の

値
を

取
る

定
数
項
が

経
済
理

論
的
に

容

認
さ

れ

得
る
か

香
か

の

議
論
も

長
期
と

短
期

の

区
別
の

下
で

な

さ
る

ぺ

き

で

あ

る

が

こ

こ

で

は

割
愛
す

る
｡

9

榔

式
で

表
わ

さ

れ

る

両
対

数
関
数
を

利
用

3 5
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す
る

こ

と
に

よ

り

長
期
に

わ
た

る

意
味
あ

る

グ

ラ

フ

表
示
が

可
能
と

な

る

し
､

ま
た

経
済
的
に

重

要
な

意
味
を

持
つ

弾
力

性
を

決
定
す
る

事
も

可
能

と

な

る
｡

明

治
一

一

年
か

ら

昭

和
四

〇
年
ま
で

の

八
七

年
間
に

わ

た

る

期

間
に

対
し

て

求
め

ら
れ

た

回

帰
式
は

次
の

通
り
で

あ

る
｡

同
時
に

図
㈱

を

参
照
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れ
た

い
｡
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O
N

h

＋
-
.

〇

宣
三
〇

拘

ゎ

(

-

○

)

恕
甲

=
〇
･

芸

ぷ
.
甫
〇
･

謡
-

♪

健
帝
(

㌔
-

参
内

岩

轟
)

脚

式
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真
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す
る

な

ら
ば

次
の

様
に

な

る
｡
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≡
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叫
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〓
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脚
､

址
の

両

式
に

お
い

て

㌔
と
g

の

単
位
の

異
な

る

点
に

は

注
意
さ

れ
た

い

｡

-

完
は
グ

ラ

フ

を
一

杯
に

使
う
為
に

そ

う
し

た
の

で

あ

る

が
､

同
一

単
位
に

す
る

の

は

簡
単
で

あ

る
｡

さ

て

求
め

ら
れ

た

β
の

侶
は
､

-
･

〇
山

宝

で

あ

る
が

こ

の

事
は
､

G

N

P

が
一

%

変
化
す
る

に

伴
っ

て

財
政
支
出
は

同
方
向
に
一

･

〇
三

四

四

%

変

化
す
る

事
を

意
味
す

る
｡

す

な
わ

ち

財
政
支
出
の

G

N

P
に

対

す
る

割
合

ほ

こ

の

期
間
に

お
い

て

は

上

昇
し

て

い

る

の

で

あ
る
｡

ワ

グ

ナ

ー

の

経

費

膨
脹
の

法
則
が

絶
対

的
膨
脹
と

共
に

G

N

P
に

対

す
る

相
対

的
膨
腋
も

意

味
す
る

な

ら

ば
､

こ

の

期
間
に

わ
た
っ

て

は

日

本
の

易
合
に

も

妥
当
す
る

事
が

検
証
さ

れ

た

の

で

あ
る
｡

三

時
系
列
分
析

(

A
)

モ

デ
ル

の

吟
味

時
系
列
分
析
に

お
い

て

ほ

次
の

二

つ

の

モ

デ
ル

を

利
用
す
る
｡

知
巾

=
良

＋

曾

(

-

N
)

ー

｡

粥

㌔
=
R

＋

曾

(
-

山

)

仰

㌔
ほ

財
政

支
出
で

あ

り
､

亡

ほ

年
単
位
の

時
間
で

あ

る
｡

注
意
す
べ

き

事

3

は

計
算
の

便
宜
上

時
間
の

原
点
す

な

わ

ち

汀
○

に

当
る

年
度
を

分
析
対

象
期
間
の

中
心

年
度
に

取
っ

て

い

る

事
で

あ

り
､

そ

の

年
度
以

前
の

年
度

に

対

し

て

は
と

の

偲
は

負
で

あ

り
､

そ
の

絶
対

値
は

原
点
か

ら

離
れ

る
に

っ

れ
て

大
と
な

る
｡

従
っ

て

α

の

値
は

中
心

年
度
に

対

す
る

財
政
支
出
の

期
待
値
で

あ

る
｡

パ

ラ

メ

ー

タ
ー

α

と

β
は
､

最
小

自
乗
法
に

よ

り

決
定

す
る
｡

姻

式
の

解
釈
は

明
ら
か

で

あ

る

が

我
々

は
こ

こ

で

は

島
に

よ
っ

て

G

N

P

に

対

す

る

財
政
支
出
の

割
合
の

期
待
値
を

表
わ

す
｡

我
々

の

用
語
で

は

み
は

平
均
財
政
支
出
性
向
の

期
待
値
で

あ

る
｡

こ

の

値
は

し

ば

し
ば

財
政

学
の

教
科
書
に

数
年
間
隔
の

表
ま

た

は

素
朴
な

グ

ラ

フ

表
示

を
さ

れ

て

い

る
｡

こ

こ

で

は

最
小

自
乗
法
に

よ
っ

て

傾
向
扱
を

計
算
す
る
｡

決
定
さ

れ

た
パ

ラ

メ

ー

タ
ー

β
が

正

な

ら
ば

長
期
的
に

財
政
支
出
の

G

N

P

に

対

す

る

相
対

的
膨
脹
が

結

論
さ
れ

る

し
､

β
が

零
な

ら
一

定
､

負
な

ら

ば

割
合

は

低
下
す

る
｡

こ

の

β
の

値
は

仰

式
に

お

け

る

β
の

億
に

対
応
す
る

も

の

で

あ

り
､

ワ

グ

ナ
ー

法
則
の

検
証
の

為
の

別
の

規
準
を

提
供
す
る

事
ほ

明

ら

か

で

あ

る
｡

伯

式
は

そ

の

ま

ま

の

形
よ

り

も

真
数
表
示
に

書
き

換
え

る

事
に

よ

り

そ

の

経
済
的
意
味
が

明

既
に

な

る
｡

こ

こ

で

R

=
-

○

的

ゝ
-

も

=
-

○
内

♪

b
=

(

-

＋

ユ

と

す
る

と

∽

式
は

次
の

様
に

な

る
｡

㌔
=
A

宅
=
ゝ
(
-

＋

ユ
h

(
-

古

拙
に

お

い

て

γ

が

成
長
率
を

表
わ
し
､

姻

式
が

複
利
的
成
長
を

表
わ

す

事

は

容
易
に

理

解
出
来
る
｡

A

は

汀
○
､

す
な
わ

ち

時
間
の

原
点
の

年
度
の

＼

-

〈

-



ノ

財
政
支
出
の

期
待
値
を

表
わ

す

し
､

亡

が

負
と

な
る

そ

れ

以

前
の

年
度
に

対

し

て

は

負
の

指
数
の

意
味
か

ら
A

の

値
よ

り

煩
次
縮
小

す

る

事
も

ま

た

明
白
で

あ

る
｡

な

お

デ
ー

タ
は

回

帰
分

析
の

時
と

全
く

同
じ

で

あ

る

か

ら

再

述
は
し

な

ヽ

0

-
)

(

B
)

分
析
結
果

ま

ず
明

治
一

一

年
か

ら

昭

和
四

〇
年
に

わ

た

る

八

七

年
間
に

対

し
て

昭

胸

式
に

よ
る

な

ら
ば
､

考
察
対

象
の

八

七

年
間
に

対

し

て

は

確
か

に

財
政

支
出
の

G

N

P

に

対

す
る

割
合
は

上

昇
し

て

い

る

が

そ

の

上

昇
率
は

年
当

り

〇

二
%

未
満
で

あ

る
｡

し

か

る

に

注
意
す
べ

き

事
は

結
果
は

期
間
を

い

か

に

取
る

か

に

よ

り

異

な

る

こ

と
で

あ

る
｡

一

例
と

し

て

昭

和
二
一

年
か

ら
四

〇
年
ま
で

の
一

九

年
間
に

対

す
る

傾
向
線
を

計
算
す

る

な

ら

ば

次
の

如
く
な

る
｡

知
Q

=
N

〇
.

設
-
〇
.

い

N

叶

(
-

か
)

式
を

計
算
す
る
｡

結
果
ほ

以

下
の

通
り
で

あ

る
｡

知
Q

=
-

p
‥

T
T

っ
.

〇

芸
叶

知
り

甲

R
P
山

N

ヨ

㌔
=
〇
･

笥
N

い
ー

ー

甲

苧

汁
斡
-

○

溝

態
ヾ

=
〇
･

£

き
→

=
〇
･

か

ご
u
､

-

甲

野

茂

台

宣

命

(
-

い
)

こ

の

期
間
に

対

し
て

ほ
､

財
政
支
出
の

G

N
P

に

対

す
る

割
合
は

明

ら
か

に

低
下
し

て

い

る
が

そ
の

割
合
は

年
率
〇
･

三

三

%
で

あ

る
｡

囲
飢

守
浄
柵

E
8

蟹

G
宅
吋

-
汀

償
番

数

澄

( 7 3 ) 研 究 ノ
ー ト
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X
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X

＼
ト
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岩訟
J ゝ
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N l
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N l
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X
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×
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L

囲
㈲

を

見
て

も

わ
か

る

様
に

実
際
値
月

の

変
動
は

激
し

く
そ

の

結
果
決

定
係
数
､

相
関
係
数
共
に

低
い

倍
を

取
っ

て

い

る
｡

し

か

る

に

も

し

数
年

間
隔
に

月

の

値
を

並
べ

た

数
値
表
を

見
て

何
ら
か

の

判
断
を

下

す

事
が

容

認
さ

れ

る

な

ら

ば

我
々

の

方
法
も

ま
た

容
認
さ

れ

る
｡

我
々

は

八

七

年
間

に

わ

た

り
R

の

値
を

計
算
し
､

更
に

単
な

る

直
観
よ

り

は

厳
密
な

最
小

自

乗
法
に

よ
っ

て

傾
向
線
を

求
め

た

の

で

あ

る
｡

最
後
に

姻

式
を

用
い

た

分

析
結

果
を

示

す
｡

図
㈲

を

見
れ

ば

了

解
出
来

よ

う
が

第
二

次
大
戦
後
の

激
し
い

イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

ほ

全

期
間
に

わ
た

＼

一

′

一



才

〔

っ

て
一

次
式
で

近

似
さ

せ

る

事
を

困
難
に

す
る
｡

そ
こ

で

含
期
間
を
二

つ

に

分
け
る
｡

明
治
一

年
か

ら

昭

和
一

九
年
ま
で

の

七

七

年
間
に

対

す
る

分

析
結
果
は

次
の

様
に

な

る
｡

-

O
g

}

○
､

=
-
.

¶

い

訟
＋
〇
一

〇

窒
N

い

叶

態
セ

=
〇
･

当

怠

㌔
=
〇
･

冨

ぶ

熟
知
‥

題

訪
い

や

令

真
数
表
示

す
る

と

次
式
の

如
く

な
る
｡

(
-

り

)

㌔
=

笠
宗
(
-

＋

害
00

N

)
h

(
-

00
)

姻

に

お
い

て

単
位
は
一

億
円
で

あ

り
､

五
､

四
三

六

億
円
ほ

明

治
三

九

年

の

財
改
支
出
の

期
待
値
で

あ

る
｡

成
長
率
ほ

八
･

二

%
で

あ

る

が
､

こ

こ

で

は

求
め

な
い

け

れ

ど

も

同
様
に

G

N

P

の

成

長
率
を

計
算
し

両
者
の

大

小
を

比

較
す

れ

ば
､

ワ

グ
ナ

ー

法
則
の

検
証
の

も

う
一

つ

の

方
汰
と

な

る
｡

特
に

イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

激
し

か
っ

た

昭

和
二

〇
年
か

ら
二

三

年
の

期
間
を

除
い

て

昭

和
二

四

年
か

ら

四

〇
年
ま

で

の

期
間
に

対
す
る

傾
向
線
･

は

次
の

様
に

な

る
｡

ー

O

g

}

q
､

=
汁
い

毛
-

＋
○
●

○

怠
N

叶

態
哩

=

冨
コ
あ
､

1

=
〇
･

諾

ぶ

河
野

選
書
い
N

滞

(

-

¢

)

( 75 ) 研 究 ノ
ー ト

但
し

戦
前
と

等
し

く

単
位
は

取
ら
れ

て

い

る
｡

真
数
表
示

を

し
､

単
位
を

一

兆
円
に

す
る

と

次
式
の

如
く

書
け
る
｡

㌔
=
N
.

N

宗
(

-

＋

2
N

)
h

(

N

O

)

こ

の

期
間
に

対

し
て

の

成
長
率
は
一

二

%
で

あ

り

戦
前
の

八

%

強
に

此
し

て

か

な

り

大
で

あ

る
｡

四

し

め

く

く

り

以
上

の

か

な

り

包
括
的
な

分
析
を

通
じ
て
､

我
々

は

日

本
の

明

治
以

降

の

絶
対

的
及
び

相
対

的
財
政
支
出
の

変
速
を

明

ら
か

に

し

て

き

た
｡

我
々

の

利
用
し

た

分
析
道
具
は
､

統
計
学
や

計

量
経

済
学
の

初
歩
的
技
法
に

過

ぎ
な
い

が
､

そ

れ
で

も

直
観
的
表
上

の

数
値
や

折
線
グ

ラ

フ

だ

け

よ

り

は

厳
密
な

新
し
い

知
識
を

与
え
て

く
れ

た
｡

財
政
学
に

お

い

て

も

貿
に

関
す

る

議
論
の

み

で

は

不

十
分
で

あ

り

量
的
分

析
は

不

可
欠
に

な
っ

て

来
て

い

る
｡

費
用
便
益
分
析
や
P

P

B

S
へ

の

努
力
は
こ

の

方
向
の

表
わ

れ

と

言

っ

て

よ
い

が
､

か

か

る

分
析
の

為
に

も

計
量
経
済

学
の

成
果
は

積
極
的
に

利
用
す

る

必

要
が

あ

る
｡

こ

の

論
文
で

は

主
と

し

て

諸
式
の

推
定
の

作
業
に

限
定
し

た
が

こ

れ

は

分
析
の

土

台
に

過
ぎ

な
い
｡

態
々

ほ

実
際
値
と

推
定
値
の

葬
離
を

景
気
循

遷
､

戦
争
や

制
度
的
変
革
等
の

要
因
に

よ

り

説
明

せ

ね

ば

な

ら

な
い

し
､

す
で

に

指
摘
し

た

様
に

消
費
関

数
と
の

類
推
に

よ

り

更
に

多
く
が

明
ら
か

に

な

る
か

も

知
れ

な
い

｡

し
か

る
に

こ

れ

ら
は

す
べ

て

将
来
の

課
題
で

あ

る
｡

一

九
六

九

年

六

月
二

六
日

(

一

橋

大
学

大

学

院
博
士

課

程
)
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